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回
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題
『
盃
ち
ょ
っ
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』

今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ

～人権とは～
　私たち一人ひとりが、安心して生きる権利・自分で自

由に考える権利・仕事を自由に選んで働く権利・教育を

受ける権利や裁判を受ける権利など、人間として幸せに

生きていくために生まれながらにして持っている基本的

な権利です。

　一人ひとりの人間は、それぞれ異なった多様な価値を

持っているのであり、そのような一人ひとりの固有の価

値を認め合うことが大切です。人は、みな同じだから平

等ではなく、人はみな違うからこそ平等でなければなり

ません。
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　４月３日に開催された持留さくらさくらまつり
の取材中、桜を撮ろうと木の下へ。すると多く
のハチが桜の花に引き寄せられていました。「今
だ！」と思いパシャリ。
　学生や新社会人の方は新生活が始まり忙しく
していることでしょう。息抜きに公園などに出か
けてみたら新しい発見があるかもしれません。

『春の香りに引き寄せられて』
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